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平成２４年度 SGST 第 4 回定期研究会 議事録 

 

日時 ：平成 24 年 10 月 19 日(金)   16: 00～17: 30 

場所 ：名古屋工業大学 2 号館 1階 0211 講義室 

出席者：大内，加藤(海洋)，川西(豊田工業），土橋(横河)，安藤 (－)， 

奥村，後藤，海老澤，小畑 (名工大)，葛，近藤，佐光(維持管理)， 

水野，渡邉(岐阜高専)，松村，高地，天野，坂部，日下部， 

菱川，伊藤，三浦(瀧上)，三浦(名高)，山田，三輪 (日車)，山田， 

野田 (中日本ハイウェイ)，萬谷(川田工業) 長谷川(セントラル C)， 

牧野，泉野(玉野 C)  

                                                      以上 31 名(敬称略) 

 

 

１．定期研究会(16:00～17:30) 

講演者：名古屋工業大学 教授 後藤芳顯先生、小畑誠先生 

講演項目：【最新の高架橋の耐震技術および維持管理のための環境解析技術】 

  

講演内容 
講演：【最新の高架橋の耐震技術および維持管理のための環境解析技術】 

近い将来、発生が予測される東海、東南海地震に対してもはや「想定外」の言葉が許される

状況にはない。ことに、都市内の高架橋はライフラインとして重要である反面、その損傷や倒

壊により本体のみならず下部交通網を寸断しライフラインに多大な被害をもたらす可能性があ

る。 

このため、通常の維持管理も含めて大規模地震に対しては万全の対策が要求されている。本

講演では、地震動研究の進捗とともに、各地域の実情に即した3方向地震動成分の想定が可能と

なってきていることを背景に、地震動の3成分の連成を考慮して橋の耐震安全性を確実に確保す

るための最新研究成果について説明された。また、鋼橋の維持管理についても腐食環境予測の

観点から解説された。 

 

以上 
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